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ン会場には野菜、肉、水産品、乾物と区切られたスペースに商品が並ぶ。ここでの販売スペースを借りる は 一日一〇元︵約一三〇円︶ほどの場所代を市場管理者に払わなければならない。しかし、メイン会場へと続く道の路上でも農民が、自作の野菜を並べている。種類は限られる こちらは無料経営、その分価格も安い。出稼ぎの里の日常風景は十年一日 如く静かで、変わらない。　
鎮内に二〇〇〇年代後半になって現れた












場に出稼ぎに行き、縫製技能を身につけた地元出身者が多い。そこで働くワーカーもまた、広東の靴工場や衣料品工場で長年働き、帰郷した地元の女性 ちばかりだ。中国では、子供が小さいうちは故郷の親に子供を預け、夫婦で出稼ぎする庭が非常に多い。ただし、その弊害も多く 祖父母に甘やかされて子供のしつけが行き届かない、成績が悪くなる、精神的に不安定になるなどの深刻な影響が てきているという。広東での出稼ぎを切り上げ 鎮の工場で働く女性たちの帰郷のきっかけも、子供の小中学校就学や親の病気などであった。　
日曜日に訪れた工場では、働くワーカーの身辺には小さな














出稼ぎ中だという。鎮内の工場の賃金は沿海部や成都の同職種より数百元低く、就業時間も長い。休日も月に一︱二日のみの工場が多い。自宅が近く、毎日通える者ばか でなく、工場の無料宿舎に泊まるワーカー 一週間に一度帰宅でき かどうかだ。家族を養うための出稼ぎは場所を変えて、担い手を変えて、今も続いている。
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